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◎亙　ハマチσ泊生虫にっし1て
　　　　1＋」＜糟の八マチ・刀レバー灸ω体末に，B舳d・iτ1αWしσしαe（’1ノ酬舳・Hl）
　　　の大餐寄生を殖足しフニ。頓虫の堵長は2～iO％1体の繭蔀に三個（太）、後
　　　翻に2個㈹の唄盤をとなえ．これで魚体iこ強く暇慈している。こC）吸虫は
　　　これまでに毛、須磨。みささ公蟹の両水族舘と茸犬養魚場て発生した例が
　　　あリ、ハマ牛は由をおとゼろとして、水底．八、盛んに体をご青リつ1づるので
　　　遂Iこは体創の．泰戻が殆んと利げて死んでしまろ。
　　　　幸しr．この暇虫は淡水に極ので弱く、ヌハマ吟は淡水中でも30分間は．
　　　室存し、ピの後の飼劃こむほとんと影響のねしに1とが判っていた（辺大実
　　　蹟所、原田輝書主任の詰⊃σ）で　4目14日浅水止め工事6）ブこの、H水橋　　　　　　　　　　　　　　　　　　110）
〃）全魚類を移動さdる桟会に．淡水による粟疏を打つだ。
　52個体のハマ今・力〉パ牛は．l　O樹体づつにわけて二、フjく族館前の淡水
ナ．ルヘ仮設しだ蟻の中に、15納入れた応海ザげ一一ルヘ掠つだ一
　碩虫は生時殆んど透明であるが一、淡水浸＝1湊1の3刺湊！こ一は自くナユリはじ⑳、
川分稽には輿自’になつ一（1票1体から商孔る。
　寄生敬1まハマ斗1個体にっしゾζ、お、、ぱ30～1ら○個体で商った。
駆虫の際の死亡焦、ぱ皆無であ一つ1二が1、海ガメプ…ルiこ放ってが1三貫」沫、まで
にハマ手・フウ）ニハ・斗呑2個体が死・己した。死因はH小糠から娘リJ二はる際に
．貢≡1一ナだ外イ蕩てある。他のイ園・俸1首4一目宋3塁・任炉τれもえ＝1宗、で、よく二畷黛ξ1し．ノている。
　なお、ごの瀕虫の標本は博物・舘に保存してお＜。
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